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ロシア語動詞と日本語動詞のアスペクトの対応関係に寄せた対照研究 
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1. はじめに 
本稿は、ロシア語動詞の完了体・不完了体1が日本語の動詞複合体2のどのアスペクトに分
類されるのかを考察した対照研究である。この研究の結果、ロシア語動詞と日本語動詞複
合体の対応関係に偏りがあることが分かった。また、ロシア語では表現されにくい形式の
アスペクトが存在することが明らかになった。 
 
2. アスペクトに関する先行研究 
2.1. ロシア語動詞に関するアスペクト 
Timberlake（2004）には、ロシア語動詞の完了体・不完了体の特徴が述べられている。以
下の表にその記述をまとめる。 
 
表 1：ロシア語動詞の完了体と不完了体の違い 
 完了体 不完了体 
基本的意味 ある時間の中で起こる動作変化 ある時間の中における状態や継続性 
形態的特徴 ・不完了体動詞に接辞がついた形をしてい
ることが多い 
・接辞がついていない 
・接辞がついた完了体動詞に二次派生的に
接辞がついていることがある 
統語的特徴 ・完了体動詞 удаться（manage to、to be 
successful at）の補語となる 
・時を表す副詞的前置詞句 за（within）とと
もに現れる 
・段階を表す動詞 начать/начинать（begin）、
продолжать（ continue ）、 кончить/кончать
（finish）の不定詞補語 
・時を表す対格と共起できる 
[Timberlake（2004）筆者による要約] 
2.2. 日本語動詞複合体のアスペクト体系 
金田一（1995）では、金田一（1950）での動詞分類の研究を踏まえ、日本語動詞複合体
のアスペクト体系の整理が行なわれている。以下にその記述をまとめる。 
 
                                                        
1 ロシア語のアスペクトについて述べる場合は、ロシア語学の慣例に従い、perfective を完了体、impefective
を不完了体と呼ぶこととする。 
2 本稿において、「動詞の語幹部分+形態素」を「動詞複合体」と呼ぶこととする。「動詞の語幹部分」とは、
終止形・辞書形の活用で得られる形式のことを示し、「形態素」は、特にこの「動詞の語幹部分」にアスペ
クト的意味を添えるものを指す。 
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表 2：日本語動詞のアスペクト範疇 
 下位分類 左記のアスペクト
をとりうる動詞 
代表的な形態素 
S1 既然 瞬間動詞 -ている、-たところだ など 
S2 進行 継続動詞 -ている、-つつある、-ているところだ など 
S3 反復進行 瞬間動詞 -ている、-つつある、-ているところだ など 
S4 将然 瞬間動詞 -ようとしている、-ところだ など 
状態 
アスペク
ト 
S5 単純状態 状態動詞 -φ、-ている  
A1 終結 継続動詞 -てしまう、-おわる など 
A2 既現 瞬間動詞 -てしまう 
A3 始動 継続動詞 -はじめる、-だす、かける 
A4 将現 瞬間動詞 -かける、-かかる 
A5 単純動作 瞬間動詞 -φ 
A6 継続 継続動詞 -φ、-つづける、-てきた など 
動作 
アスペク
ト 
A7 反復継続 瞬間動詞 -φ、-つづける、-てきた など 
[金田一（1955：39-56）筆者による要約] 
 
3. 仮説 
ロシア語動詞の完了体・不完了体が日本語動詞複合体のどのアスペクトに対応するのか
という予想を以下に示す。 
表 3：ロシア語動詞と日本語動詞複合体のアスペクトの対応予想 
ロシア語動詞 日本語動詞複合体 
体の分類 アスペクト 下位分類 代表的な形態素 
完了体 A5 単純動作 -φ 
完了体 A1 終結 -てしまう、-おわる など 
完了体 A2 既現 -てしまう 
完了体 A3 始動 -はじめる、-だす、-かける 
完了体 
動作 
アスペクト 
A4 将現 -かける、-かかる 
完了体？/不完了体？ S4 将然 -ようとしている、-ところだ な
ど 
完了体？/不完了体？ S1 既然 -ている、-たところだ など 
不完了体？ S2 進行 -ている、-つつある など 
不完了体？ S3 反復進行 -つつある など 
不完了体 
状態 
アスペクト 
S4 単純状態 -φ、-ている 
不完了体 A6 継続 -φ、-つづける など 
不完了体 
動作 
アスペクト A7 反復継続 -φ、-つづける、-てきた 
表 3 中の疑問符“？”は、筆者が完了体・不完了体のゆれを予想した部分に付した。 
ロシア語動詞と日本語動詞のアスペクトの対応関係に寄せた対照研究 
- 133 -  
日本語動詞複合体のうち、A5：単純動作、A1：終結、A2：既現、A3：始動、A4：将現、
S4：将然といったアスペクトは、完了体が対応するであろう。一方、S2：進行、S3：反復
進行、S4：単純状態、A6：継続、A7：反復継続といったアスペクトは不完了体に対応する
であろう。S1：既然は、完了体・不完了体いずれも取りうる可能性がある。これらの調査
に関する内容を 4 章で示す。 
 
4. 検証 
4.1. 調査資料 
・内藤濯訳 （2000） 『星の王子さま』 東京：岩波書店 
・перевод Галь, Н. （1979） Маленький Принц Москва：Издательство ПРАВДА 
4.2. 対照方法と分類方法 
ロシア語動詞は、完了体・不完了体の形態が客観的に判断可能なので、ロシア語動詞の
完了体・不完了体が、日本語動詞ではどのアスペクトに対応しているか（翻訳されている
か）という観点で対照を行なっていく。 
4.2.1. ロシア語動詞の分類とその基準 
本稿で対象とした形態は、現在形、過去形、未来形、命令形、不定形に限定した。完了
体・不完了体の区別3は、研究社露和辞典初版（2003）に拠った。 
4.2.2. 日本語動詞複合体の分類とその基準 
日本語動詞複合体は、まず「動詞の語幹部分」の分類から行なう。その動詞分類に応じ
て、形態素を判断材料として用い、アスペクトを判断していく。動詞とそれに対応するア
スペクトとの関係を以下の表に示す。 
表 4：動詞分類に基づくアスペクトの分類 
動詞の種類 形態素 アスペクト 
-ている S1 既然 
-ている S3 反復進行 
-うとしている、-ところだ S4 将然 
-てしまう A2 既現 
-かける、-はじめる、-うとする、-だす、-うになる A4 将現 
-φ A5 単純動作 
瞬間動詞 
-φ A7 反復継続 
-ている S2 進行 
-てしまう、-おわる A1 終結 
-かける、-はじめる、-うとする、-だす、-うになる A3 始動 
継続動詞 
-つづける A6 継続 
状態動詞 -φ、-ている S5 単純状態 
 
                                                        
3 ロシア語動詞には、完了体・不完了体同型のものも存在するが、今回の調査資料の中には現れなかった。 
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4.3. 調査結果 
始めに、以下の図 1 で調査資料から得られた用例数の関係を示す。ロシア語動詞[A]は、
露文資料から得られた完了体・不完了体の用例数である。日本語動詞[B]は、和文資料から
得られた動詞複合体の用例数である。そして、[A]∩[B]は、ロシア語動詞が日本語動詞に対
応していた用例数である。表 5 でロシア語動詞の完了体・不完了体が日本語動詞複合体の
いずれのアスペクトに対応しているのかを示す。なお、本稿に挙げる用例数はすべて延べ
語数である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：動詞の総数に関する集合関係 
 
4.3.1. ロシア語動詞と日本語動詞複合体のアスペクト対応関係 
ロシア語動詞の完了体・不完了体が日本語動詞複合体のどのアスペクトに対応している
かについて、以下の結果が得られた。 
表 5：動詞の対応表 
ロシア語動詞 日本語動詞複合体 
筆者の予想 完了体 不完了体 アスペクト 下位分類 
完了体 556 18 A5 単純動作 
完了体 7 4 A1 終結 
完了体 3 3 A2 既現 
完了体 8 4 A3 始動 
完了体 8 1 
動作 
アスペクト 
A4 将現 
完了体？/不完了体？ 1 0 S4 将然 
完了体？/不完了体？ 11 24 
状態 
アスペクト S1 既然 
不完了体？ 25 80 S2 進行 
不完了体？ 0 1 S3 反復進行 
不完了体 1 2 
 
S5 単純状態 
不完了体 1 275 A6 継続 
不完了体 0 0 
動作 
アスペクト A7 反復継続 
（合計数） 621 412  
 
ロシア語動詞[A]    
総数 1299 例 
               
（完了体 846 例） 
          
（不完了体 453 例）                 
       
  
         日本語動詞[B] 
          総数 2295 例 
表 5：[A]∩[B] 
1033 例    （状態アスペクト 673 例） 
 
     （動作アスペクト 1622 例） 
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5. 分析と考察 
ここでは、4 章で得られたデータである、ロシア語動詞が日本語動詞複合体に訳されてい
る例から考察する。 
完了体は、S1：既然、S2：進行、S5：単純状態、A1：終結、A2：既現、A3：始動、A4：
将現、A5：単純動作に当てはまるデータが得られた。そのうち、A5：単純動作は、金田一
（1955）で述べられていた通りの結果となった。完了体は、ある動作・作用が原因となっ
て次の動作・作用を呼び起こすような場面で用いられた。広い意味である動作・作用の結
果が残存している際に用いられやすい傾向があった。 
不完了体は、S1：既然、S2：進行、S3：反復進行、S5：単純状態、A1：終結、A2：既現、
A3：始動 A4：将現 A5：単純動作、A6：継続に当てはまるデータが得られた。このうち、
A6：継続は金田一（1955）で述べられていた通りの結果となった。不完了体は、動作アス
ペクトと対応する箇所も見られたが、その多くは時間のとらえ方を変えたものであり、や
はりベースには状態性を見て取ることができた。よって不完了体は、状態アスペクトに対
応する傾向があるといえる。以下、それぞれの対応関係を細かく見ていく。 
 
5.1. ロシア語動詞完了体と日本語動詞状態アスペクトの関係 
完了体の全用例数 621 例中、日本語動詞複合体の状態アスペクトに対応するのは 38 例と
いう結果が得られた。よって、やはり完了体は日本語動詞複合体の状態アスペクトにはほ
とんど対応しないと言えるだろう。S1：既然及び S4：将然との対応だが、S1：既然に関し
ては 11 例、S4：将然に関しては 1 例という結果が得られた。 
S4：将然は和文資料からは 8 例見つかった。そのうち、完了体が対応しているものは 1
例、不完了体が対応しているものはなかった。 
2.1.節で、完了体が S4：将然と対応するのではないかという予想を立てた。しかし、完了
体が将然態に対応している例は、下記の 1 例のみが得られるに止まった。 
(01a) А  когда он    в последний  раз     полил      чудесный  цветок     
then when 3sg.NOM. in last-ACC. time-ACC. (Pfv)water-sg.pt. beautiful-ACC. flower-ACC.  
и  собрался    накрыть    его   колпаком,  ему   даже  захотелось  
and (Pfv)intend-sg.pt. (Pfv)cover-inf 3sg.ACC. cap-INS. 3sg.DAT. even (Pfv)want-pl.pt. 
плакать. 
(Ipfv)cry-inf 
[Маленький Принц：283] 
（02b）そして，わかれのしるしに，花に水をかけて，覆いガラスを，かけてやろうとして 
いると，王子さまは、いまにも涙がこぼれそうになりました。 
[星の王子さま：50] 
例文（01a）から、完了体動詞が 2 つ重なって、日本語動詞複合体の「かけてやろうとし
ている」というアスペクトに対応していると見ることができる。このように動詞を組み合
わせてものが日本語の動詞複合体に対応している。 
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和文資料では 8 例あった S4：将然というアスペクトが、完了体 1 例と対応し、不完了体は
対応せずという結果を考えると、S4：将然のアスペクトは、ロシア語ではあまり積極的に
表現されないと言えそうである。実際、日本語動詞複合体で示される 7 例は、露文資料に
おいて別の表現形式を取っていた。 
 
5.2. ロシア語動詞完了体と日本語動詞動作アスペクトの関係 
完了体の全用例数 621 例中、日本語動詞複合体の動作アスペクトに対応しているものは
556 例であるという結果が得られた。この結果によって、完了体は日本語動詞複合体の動作
アスペクトに対応することが多いという予想通りの結果が得られた。更に、金田一（1955）
で指摘されていたとおり、完了体は単純動作にかなり多く対応するという結果が得られた。 
 
5.3. ロシア語動詞不完了体と日本語動詞状態アスペクトの関係 
不完了体の全用例数 412 例中 107 例が日本語動詞複合体の状態アスペクトに対応してい
た。状態アスペクトに対応するロシア語動詞が 145 例あった中で、107 例が不完了体であっ
たことを考慮すると、不完了体が動詞複合体の状態アスペクトに対応する傾向があると言
える。また、不完了体 435 例中 A6：継続に対応するものは 275 例あり、金田一（1955）が
指摘する結果が得られた。  
 
5.4. ロシア語動詞不完了体と日本語動詞動作アスペクトの関係 
不完了体の全用例数 412 例中 328 例が動作アスペクトに対応していた。この 328 例のう
ち、A6：継続が 316 例であり、金田一（1955）で述べられていたような結果が得られた。
その一方で、数こそ少ないが動作アスペクトに対応している不完了体も見られた。その中
でも不完了体が A4：将現に対応している例は、1 例得られた。以下に例を示す。 
（02a）Мне   было  не  по   себе,  положение  становилось  серьезным, 
1sg.DAT. C.sg.pt. neg. about self-PRE. place-NOM. (Ipfv)stand-pl.pt. serious 
 
воды  почти не   осталось,   и   я     начал     бояться, 
water-NOM. hardly neg. (Pfv)leave-pl.pt. and 1sg.NOM. (Pfv)begin-sg.pt. (Ipfv)be scared-inf. 
 
что  моя    вынужденная   посадка плохо  кончится. 
that 1sg.NOM. unavoidable-NOM. landing-NOM. awfully  (Pfv)end-sg.pr. 
[Маленький Принц：279] 
「状況が深刻になり、水がほとんど残っていなかったことだけでなく、この不時着が恐ろ 
しい結末を迎えてしまうかもしれないことに恐怖を覚え始めた。」 
 
（02b）ちょっとやそっとでは，パンクがなおりそうもないので，気が気ではありませんで
した。それに，飲み水も底をついていて，手も足もでないことになりそうだったのです。 
[星の王子さま：38] 
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例文（02a）の становится（(Ipfv)stand）が、（02b）で「なおりそうもないので、気が気で
はない」の部分に対応していると見ることが出来る。この場合、露文の表している状況と
邦文の指している状況は同じ場面のはずである。しかし、時間のとらえ方が若干異なって
いるように感じる。つまり、例文（02a）では、「今、深刻な状況が続いている」というとら
え方をしている。さらに注目したいのは、「この状況が続くと（未来のある点で）恐ろしい
結末を迎えてしまう」という部分に完了体が使われている点である。よって、ベースとな
る状況説明に不完了体を使用し、そのベースの延長線上に起こるであろう出来事に対して
は完了体を使用しているのである。言い換えれば、日本語では個々に A4：将現というアス
ペクトを使って表現しているのに対して、ロシア語では実際にはそうならない場合、不完
了体と完了体を共起させてそのことを示すものと考えられる。 
 
5.5. ロシア語動詞が日本語動詞複合体に対応していないケース 
ロシア語動詞が日本語動詞複合体と対応していないケースには、大きく 2 つあった。無
生物主語の言い換えと副動詞・形動詞の使用による言い換えである。何れもそれぞれの言
語の特徴を加味して行なわれたものである考えられる。 
 
6. おわりに 
本稿を通じて、ロシア語動詞の完了体・不完了体が日本語動詞複合体のアスペクト的特
徴に応じて偏りがでることが明らかになった。ただし、調査にあたっては調査資料がやや
文学的すぎたため、同一の語句が繰り返し使われているケースが多かったことが挙げられ
る。また、登場しない露文資料・和文資料のいずれにも登場しなかったアスペクト（A7：
反復継続）があったため、使用頻度の低いものに関して調査できなかったという反省もあ
る。今後の課題としては、より広範囲の調査資料を準備することが必要であるといえる。 
加えて、本稿ではロシア語からみた日本語動詞複合体という観点で論を進めたが、逆に
日本語からみたロシア語動詞という観点からみたとき、言い換えられやすいアスペクトが
あることがわかった。これらが実現する環境についてさらに研究が必要であるが、今後の
課題としたい。 
 
グロス一覧 
NOM.：主格、GEN.：生格、DAT.：与格、ACC.：対格、INS.：造格、PRE.：前置格、(Pfv)：
完了体、(Ipfv)：不完了体、inf.：不定形、1：1 人称、2：2 人称、3：3 人称、sg.：単数、pl.：
複数、pr.：現在、pt.：過去、neg.：否定辞、C：コピュラ、ad.：副動詞、AUX：助動詞、*：
非文、RP：関係代名詞 
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